
　閉区間 2 30 , 2  上で定義された x の関数  f0 1x =Q 0



sin 8 9+-t x


4
dt   の最大値および最小値とそのときの x の

値をそれぞれ求めよ。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋大）

　この問題の大切なポイントは ,  式の末尾の dt を見れば分かるように t で積分しているから ,  t から見ると x は定

数扱いされているということです。 x の変域は 2 30 , 2  から分かるように ,  0(x(2 であり,  t の変域は Q 0



から分か

るように ,  0(t( です。これらのことを考えると , t-x  の絶対値を外すために ,  次の２通りの場合分けをしなけれ

ばならないと言えます。１つ目は  x の範囲が t の範囲を越える (x の場合で ,  このとき  t-x(0  となるから , 絶対

値は   t-x=-t+x と外せます。また  0(x(のとき ,  変数 t と定数 x の関係は次のグラフを利用すれば分かりま

すね。
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x は定数扱いだから , t 軸

に平行になりますね。

x 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○  0(t(x のとき , y=t のグラフは y=x のグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 より下にあるから , t-x=-t+x となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ x(t( のとき , y=t のグラフは y=x のグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 より上にあるから , t-x=t-xとなります。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　これらのことを頭に入れた上で答案を作ってみましょう。

s　

 0 1ⅰ 　(x のとき 

          t-x(0  より,   f0 1x =Q 0



=sin 8 9+-t x


4
dt Q 0



sin 8 9++-t x


4
dt  

　　　　　　　　　  　　 =
0



< =-cos %8 9++-t x


4 0 1-1 =
0



< =cos 8 9++-t x


4
 

         　　　　　　　　　 =cos8 9-x
3
4
 -cos8 9+x



4
=-2sin 8 9-x



4
sin 8 9-



2
=2sin 8 9-x



4
 　

　　　 0(x(2 より ,  -


4
(x-



4
(

7

4
 　この範囲で　 -1(sin (8 9-x



4
1  だから , 

　　　 f0 1x  の最大値は 2 ,  このとき  x-


4
=



2
 より   x=

3
4
 　 　

　　また ,  f0 1x  の最小値は -2 ,  このとき  x-


4
=

3

2
 より  x=

7

4
 　

0 1ⅱ 　 0(x( のとき

　　 f0 1x =Q 0



=sin 8 9+-t x


4
dt Q 0

x

+sin 8 9++-t x


4
dt Q x



sin 8 9+-t x


4
dt  

  　　　   =
0

x

< =-cos %8 9++-t x


4 0 1-1 +
x



< =-cos 8 9+-t x


4
 　　

　　　     =
0

x

< =cos8 9++-t x


4
+

x



< =-cos8 9+-t x


4
 　　 

　　　　 =cos


4
-cos8 9+x



4
+>-cos8 9+-x

5

4
 ?+cos



4

　　　　　　　　　チョイス（６訂版）113番　　　　　by Aokijuku



　　　　 = U 2

2
-cos8 9+x



4
-cos 8 9-x

5

4
 + U 2

2
 

　　　　 =U2 -2> ?cos 8 9-x


2
cos

3

4
  　

　　　　 =U2 +U2 cos8 9-x


2
 　　

ところで   0(x(2 より　 -


2
(x-



2
(

3

2
 　　よって   -1(cos (8 9-x



2
1  より

f0 1x  の最大値は  2U 2  で , このとき x-


2
=0 より x=



2
 

また 最小値は  0 で ,  このとき x-


2
= より  x=

3

2
 

　 

0 1ⅰ  ,  0 1ⅱ  より ,  f0 1x  の最大値は 2U 2  8x 9=


2
 ,   最小値は  -2   8x 9=

7
4
   となります。

　 t による積分だから x を定数と見ること ,  x の場合分けのよる絶対値の外し方 ,
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 の正しい運用等 ,々   

     基礎の確実な理解が欠かせない問題ですが ,  問題としてはとても良くできた良問だと思います。チョイスがこの問題

　を数Ⅲの積分の標準問題として新たに掲載したことには 十分納得がいきますね。繰り返し解いて, 確実に身につける

　ようにしてください。　　  
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